
このクイックスタートでは、SUSE® Linux Enterprise Desktopのシステム要件の一覧を示し、製品のインス
トールプロセスについて説明します。SUSE Linux Enterprise Desktopのインストール項かSUSE Linux Enterprise
Desktopのアップデート項のどちらかを選択してください。インストールと導入戦略の詳細は、http://
www.novell.com/documentation/sled10/pdfdoc/sled10_deployment_sp2/sled10_deployment
_sp2.pdfにある『Deployment Guide』を参照してください。

システム要件
• パーソナルコンピュータ、プロセッサの容量Pentium*

iii 500Mhz以上(Pentium 4 2.4GHz以上、または
Intel*EM64TプロセッサのAMD64を推奨)

• 物理RAM、256MB(512MBを推奨)
• 使用可能ディスク領域 - 800MB(2.5GBを推奨)
• ディスク解像度 - 800x600 (1024x768以上を推奨)

SUSE Linux Enterprise Desktopのイン
ストール
コンピュータにLinuxシステムをインストールしていない
場合、または既存のLinuxシステムを入れ替えたい場合、
これらの手順を使用します。SLED 10システムのアップ
デートについては、「SUSE Linux Enterprise Desktopの
アップデート項」を参照してください。

1. 最初のSUSE Linux Enterprise Desktopサービスパック
のCDまたはDVDをドライブに挿入し、コンピュータ
を再起動して、インストールプログラムを起動しま
す。

2. ブート画面で［インストール］を選択して、<Enter>
を押します。

これで、のインストールプログラムがロードされ、
通常モードでインストールが開始します。また、次
のオプションから選択することもできます。

• ハードディスクからブート:  ハードドライブに
インストール済みのシステムからブートします(通
常マシンの起動時にブートされるシステム)。

• インストール—ACPI無効:  通常のインストール
が失敗する場合、システムのハードウェアがACPI
(Advanced Configuration and Power Interface)をサ
ポートしないことが原因である可能性があります。
ACPIが原因と考えられる場合は、このオプション
を使用し、ACPIのサポートを省略してインストー
ルします。

• インストール—ローカルAPIC無効:  通常のイン
ストールが失敗する場合、システムのハードウェ
アがAPIC (Advanced Programmable Interrupt
Controller)をサポートしないことが原因である可
能性があります。これに該当する場合は、このオ
プションを使用して、ローカルAPICサポートなし
でインストールしてください。

• インストール—セーフ設定:  システムをDMAモー
ド(CD-ROMドライブ用)でブートし、干渉する電源
管理機能は無効になります。上級者はコマンドラ
インを使用して、カーネルのパラメータを入力、
変更することもできます。

• レスキューシステム:  インストールしたLinuxシ
ステムをブートできない場合は、このオプション
を使用してCDからコンピュータをブートすること
ができます。グラフィカルユーザーインターフェー
スのない最小限のLinuxシステムを起動します。こ
れにより、インストールしたシステムのトラブル
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シューティングと修復に使用するディスクパーティ
ションにアクセスできます。

• メモリテスト:  読み取りと書き込みサイクルを
繰り返して、システムのRAMをテストします。メ
モリが散在的に破損しすることが多く、それを検
出するために多くの読み取りと書き込みサイクル
が必要になるので、このテストはエンドレスルー
プで実行されます。RAMが破損していると思われ
る場合は、このテストを数時間実行してください。
長時間実行してエラーが検出されない場合は、メ
モリは完全な状態であることがわかります。シス
テムをリブートするとテストが終了します。

3. インストール時、およびインストールしたシステム
に使用する言語を選択し、［次へ］をクリックしま
す。

4. ライセンス契約書を読み、［同意します］をクリッ
クして、［次へ］をクリックします。

5. ［新規インストール］を選択して、［次へ］をクリッ
クします。

6. システムで使用するクロックとタイムゾーンを選択
します。また、ハードウェアクロックをローカルタ
イムまたはUTCに設定することもできます。ハード
ウェアクロックをUTCに設定すると、標準時間と夏
時間の切替えは、SUSE Linux Enterprise Desktop が自
動的に行います。2つのブートメカニズムを使用して
いる場合は、クロックをローカルタイムに設定しま
す。［次へ］をクリックします。

7. 検出されたハードウェアと提案されたインストール
とパーティションのオプションの数をインストール
設定画面に表示し、任意のオプションを選択します。

［概要］タブには(一般的なインストール状況のほと
んどにおいて)時々手動介入が必要なオプションが含
まれています。［エキスパート］タブには特殊なオ
プションが含まれており、以下で説明します。

重要項目

ソフトウェアの選択項目をまったく変更しな
い場合は、GNOMEがデフォルトのデスクトッ
プ環境としてインストールされます。KDEを
インストールするには、［ソフトウェア］を
クリックして、［KDE］を選択します。使用
可能ディスク領域に応じて、GNOMEとKDEデ
スクトップの両方をインストールする選択も
できます。

これらのダイアログで提示されている項目のいずれ
かを変更すると、常にインストール設定ウィンドウ
に戻ります。この画面の内容は、設定に応じて常に
更新されます。

• システム:  システムのハードウェアを検出し、
その結果をフロッピーまたはファイルに保存しま
す。

• キーボード配列:  キーボード配列を変更できま
す。デフォルトは、前に選択した言語のキーボー
ド配列です。

• パーティション:  パーティションをカスタマイ
ズできます。YaSTはほとんどの場合、変更なしに
受け入れることができる、適切なパーティショニ
ングスキーマを提案します。

パーティションオプションの詳細は、http://www
.novell.com/documentation/sled10/
pdfdoc/sled10_deployment_sp2/sled10
_deployment_sp2.pdfにある『Deployment
Guide』の「3.7.1. Partitioning」を参照してくださ
い。

• アドオン製品:  このオプションを使用すると、
別のメディアソースから他の製品をインストール
することができます。CD、DVD、またはローカル
ディレクトリなど、さまざまな種類の製品メディ
アを選択できます。また、.ISOファイルで直接作
業することもできます(［ローカルディレクトリ］
→［ISOイメージ］の順に選択)。

• ソフトウェア:  SUSE Linux Enterprise Desktopの
ソフトウェアパッケージは数種類あり、何種類も
のインストール範囲を提供します。このオプショ
ンを使用して、選択したデスクトップ環境の変更、
パッケージとフィルタの追加または削除を実行し
ます。

• ブート:  インストール時に、YaSTにより、シス
テムのブート設定が提案されます。通常これらの
設定はそのまま変更せずに使用しますが、カスタ
ムセットアップが必要な場合はこのオプションを
使用することができます。

特別なブートフロッピーを使用したブートメカニ
ズムを設定することもできます。ブート時には、
常にそのブートフロッピーをドライブに挿入して
おかなければならないという欠点がありますが、
既存のブートメカニズムをそのまま活用できると
いう利点もあります。YaSTは既存のオペレーティ
ングシステムもブートするようにブートローダを
設定できるので、このオプションは通常不要です。

また、ブート設定を使用してハードディスク上の
ブートメカニズムの場所を変更することもできま
す。

詳細については、http://www.novell.com/
documentation/sled10/pdfdoc/sled10
_deployment_sp2/sled10_deployment_sp2
.pdfにある『Deployment Guide』の「17.3.
Configuring the Boot Loader with YaST」を参照し
てください。

• ［タイムゾーン:］  選択済みのタイムゾーンを
変更できます。
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• 言語:  「ステップ 3」で選択した言語を変更で
きます。また、ログイン時の言語を変更すること
もできます。

• デフォルトのランレベル:  ブート後にシステム
をどのように起動するか定義することができます。
デフォルトのランレベル 5を使用:ネットワークと
Xdmを使用するフルマルチユーザ(グラフィカルイ
ンターフェースで直接ログインするようプロンプ
トされます)。システム管理者から指示されない限
り、ランレベルを変更しないでください。

8. 使用許諾契約を受諾する場合は、［了解］をクリッ
クします。

［ステップ 7］でデフォルトのソフトウェア選択項
目を変更した場合は、［続行］をクリックしてソフ
トウェアの依存関係を調整しなければならないこと
もあります。

9. インストール設定が終了したら、［了解］をクリッ
クします。

10. インストールを開始するには、［インストール］を
クリックします。

選択したすべてのソフトウェアパッケージの基本の
システムセットアップとインストールを完了すると、
インストールは新しいLinuxシステムをブートしま
す。ここまで完了した後、ユーザーの作成、ハード
ウェアおよびシステムサービスの設定に移ります。

CDからインストールしている場合、再起動中はCD-
ROMドライブにCD 1を挿入したままにして、［ハー
ドディスクから起動］以外のどのインストールオプ
ションも選択しないでください。リブートの終了後、
インストール処理が続行され、他のCDをインストー
ルするよう要求されます。

11. システム管理者(rootユーザまたはrootと呼ぶ)のア
カウントのパスワードを入力し、［次へ］をクリッ
クします。

システムでの特定の作業によって、パーミッション
を持っていたり、持っていない場合のある一般ユー
ザと異なり、rootにはシステム設定絵の変更、プロ
グラムのインストール、新規ハードウェアのセット
アップ、およびユーザパスワードの変更を含め、あ
らゆることを行うための権利が無制限で付与されて
います。rootアカウントは、システム管理、メンテ
ナンス、修復のみに限って使用するのが妥当です。
日常的な作業のためにrootでログインすると、ただ
1度のミスが、多くのシステムファイルの損失を招
き、回復不能な障害につながる可能性があるため、
リスクが高まります。

rootパスワードは忘れないようにしてください。こ
こで入力すると、このパスワードを取得することは
できません。 管理上の支援を受けない限り、リセッ
トできません。

12. このコンピュータの名前とコンピュータが属するDNS
ドメインを入力して、［次へ］をクリックします。

13. ネットワーク設定画面で、システムのネットワーク
接続を表示または変更し、［次へ］をクリックしま
す。

ネットワークデバイス(ネットワークカード、ワイア
レスカード、DSL接続、ISDNアダプタ、モデムなど)
がある場合は、それらをここで設定することを推奨
します。インターネット接続によって入手可能なあ
らゆるアップデートを取得し、インストールに加え
ることができるからです。

ネットワーク設定を実行しない場合は、［設定をス
キップする］→［次へ］の順にクリックします。

14. インターネット接続をテストするには、［インター
ネットへの接続をテストする］をクリックしてから、
［次へ］をクリックします。

このオプションでは最新のSUSE Linux Enterprise
Desktopのリリースノートがないか調べることもでき
ます。この時点で接続をテストしない場合(または更
新されたリリースノートをチェックする場合)は、［
No, Skip This Test(いいえ、このテストをスキップす
る)］をクリックした後［次へ］をクリックし、次に
「ステップ 17」から作業を続行します。

15. Running internet Connection Test(インターネット接
続テストの実行)画面で、テストの結果を参照してか
ら、［次へ］をクリックして続行します。

16. Novellカスタマセンタの設定画面で、［今すぐ設定］
→［次へ］→［続行］の順にクリックすると、シ
ステムによるオンラインアップデートが有効になり
ます。

[後で設定] → [次へ]の順にクリックしてこのステッ
プをスキップし、インストールを続行します。製品
のインストール後にこのオプションを設定すること
ができます。

17. ユーザ認証方法画面で、システム管理者に別な選択
を指示されない限り［ローカル(/etc/passwd)］を選
択し、［次へ］をクリックします。

18. ユーザアカウントを作成するには、［User’s Full
Name(ユーザのフルネーム)］フィールドに自分の姓
名を入力し、［ユーザ名］フィールドにユーザ名を、
［パスワードフィールドに(システム管理者が推奨し
たとおりの)パスワードを入力します。

セキュリティ上の理由から、パスワードは8文字の長
さとし、大文字、小文字、数字を組み合わせなけれ
ばなりません。パスワードは最長 72文字とし、大文
字小文字を区別します。

19. ［次へ］をクリックしてユーザー認証セットアップ
を完了し、システム設定を開始します。

20. システム設定が完了したら、リリースノートを参照
し、［次へ］をクリックしてください。
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21. Hardware Configuration(ハードウェアの設定)画面を
使って、グラフィックカードとその他のハードウェ
アデバイスを表示または設定し、[次へ]をクリックし
ます。

各コンポーネントをクリックして、その設定を開始
します。 多くの場合、デバイスはSUSE Linux
Enterprise Desktopのインストール時に自動的に検出
され、設定されます。

このアクションをすぐに実行したくない場合は、［環
境設定をスキップ］→［次へ］の順にクリックしま
す。これらの項目は後で設定できますが、今すぐに
グラフィックカードを設定することを推奨します。
YaSTが自動設定したディスプレイの設定は、通常、
適用して問題ありません。ただし、解像度、色深度、
その他のグラフィック機能の設定については好みが
分かれる場合が多く、それらの設定はユーザごとに
まったく異なることがあります。詳細については、
http://www.novell.com/documentation/
sled10/pdfdoc/sled10_deployment_sp2/
sled10_deployment_sp2.pdfにある『Deployment
Guide』の「7.13. SaX2」を参照してください。

22. Installation Completed(インストールが完了しました)
画面で、［完了］クリックすると、インストールが
終了し、続いて、ログイン画面が表示されます。

23. ［ユーザ名］フィールドにユーザ名を入力して、
<Enter>を押します。

24. ［パスワード］フィールドにパスワードを入力して、
<Enter>を押します。

SUSE Linux Enterprise Desktopのアッ
プデート
これらの手順を使用して、SUSE Linux Enterprise Desktop
10システムをアップデートします。既存のシステムの環
境設定は、できる限り保持されます。

ティップ: 異なるバージョンのアップ
デート

これらの手順で、 SUSE Linux Enterprise Desktop
10のどのバージョンでも(たとえば、 SUSE Linux
Enterprise Desktop 10、SUSE Linux Enterprise
Desktop 10 SP1など)アップデートできます。イン
ストールする必要があるのは、最新のサービス
パック(SP)だけです。最新のSPには、常に、以前
のSPのすべてのパッチが含まれています。

1. 最初のSUSE Linux Enterprise Desktop 10サービスパッ
クのCDまたはDVDをドライブに挿入し、コンピュー
タを再起動してインストールプログラムを起動しま
す。

2. ブート画面で［インストール］を選択して、<Enter>
を押します。

3. インストール時、およびインストールしたシステム
に使用する言語を選択し、［次へ］をクリックしま
す。

4. ライセンス契約書を読み、［同意します］をクリッ
クして、［次へ］をクリックし、インストールを続
行します。

5. ［アップデート］を選択して、［次へ］をクリック
します。

6. アップデートするパーティションまたはシステムを
選択して、［次へ］をクリックします。

7. インストール設定画面で、必要に応じて設定を調整
します。

一般的には、デフォルト設定は変更なしで問題あり
ませんが、システムを拡張しようとする場合は、
［アップデートオプション］サブメニューの中にあ
るパッケージを選択するか、追加の言語向けのサポー
トを追加します。

さまざまなシステムコンポーネントのバックアップ
を作成することもできます。 バックアップを選択す
ると、更新処理が低速化します。このオプションは、
最近バックアップを作成していない場合に使用しま
す。

8. インストール設定が終了したら、［了解］をクリッ
クします。

9. インストールを開始するには、［アップデートの開
始］をクリックします。

選択したすべてのソフトウェアパッケージの基本の
システムセットアップとインストールを完了すると、
インストールは更新されたLinuxシステムをブートし
ます。ここまで完了した後、ハードウェアおよびシ
ステムサービスの設定を行うことができます。

CDからアップデートしている場合、再起動中はCD-
ROMドライブにCD 1を挿入したままにして、［ハー
ドディスクから起動］以外のどのインストールオプ
ションも選択しないでください。リブートの終了後、
インストール処理が続行され、他のCDをインストー
ルするよう要求されます。

10. インターネット接続をテストするには、［インター
ネットへの接続をテストする］→［次へ］の順にク
リックします。

このオプションでは最新のSUSE Linux Enterprise
Desktopのリリースノートがないかの確認も行いま
す。 この時点で接続をテストしない場合(つまり、更
新されたリリースノートをチェックしない場合)は、
［No, Skip This Test(いいえ、このテストをスキップ
する)］→［次へ］の順にクリックし、ステップ 13
で作業を続行します。

11. Running internet Connection Test(インターネット接
続テストの実行)画面で、テストの結果を参照してか
ら、［次へ］をクリックして続行します。
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12. Novellカスタマセンタの設定画面で、［今すぐ設定］
→［次へ］の順にクリックすると、システムのオン
ラインアップデートが有効になります。

[後で設定] → [次へ]の順にクリックしてこのステッ
プをスキップし、インストールを続行します。製品
のインストール後にこのオプションを設定すること
ができます。

13. システム設定が完了したら、リリースノートを参照
し、［次へ］をクリックしてください。

14. Installation Completed(インストールが完了しました)
画面で、［完了］クリックすると、インストールが
終了し、続いて、ログイン画面が表示されます。

15. ［ユーザ名］フィールドにユーザ名を入力して、
<Enter>を押します。

16. ［パスワード］フィールドにパスワードを入力して、
<Enter>を押します。

SUSE Linux Enterprise Desktopの設定
SUSE Linux Enterprise Desktopの使用と設定の詳細は、
http://www.novell.com/documentation/sled10/
pdfdoc/userguide_gnome_sp2/userguide_gnome
_sp2.pdfの『GNOMEユーザガイド』およびhttp://
www.novell.com/documentation/sled10/pdfdoc/
userguide_kde_sp2/userguide_kde_sp2.pdfの
『KDEユーザガイド』を参照してください。.

保証と著作権
著作権 © 2006-2008 Novell, Inc. All rights reserved.本書の
いかなる部分も、出版社の書面による許可なく、複製、
写真複写、検索システムへの登録、転送を行ってはなり
ません。 Novellの商標一覧については、「商標とサービ
スの一覧 [http://www.novell.com/company/legal/
trademarks/tmlist.html]」を参照してください。
すべてのサードパーティの商標は、それぞれの所有者に
所属します。 商標記号(®、™など)は、Novellの商標を示
します。アスタリスク(*)は、サードパーティの商標を示
します。
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